
＜問合せ先＞ 

不動産・建設経済局 国際市場課 古谷、佐藤、前田 

代表：03-5253-8111（内線24617、24618、24625） 直通：03-5253-8121 

 
令 和 ７ 年 ７ 月 ９ 日  

不動産・建設経済局国際市場課 

外国人技術者採用のためのベトナム合同就職説明会を開催します！ 

～ホーチミン、ハノイ２都市圏の学生に直接アプローチが可能です～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪実施概要≫ 内容は変更になる場合がございます。その際は速やかに連絡いたします。 

＊日   程：１日目：令和７年９月13日（土）ホーチミン市工科大学にて開催 

２日目：令和７年９月15日（月）ハノイ土木大学にて開催 

（令和７年９月14日（日）移動日） 

 ＊募集対象：外国人技術者採用を検討している中堅・中小建設企業、建設関連企業 

       ※中堅企業：従業員2,000人以下の法人 
        中小企業：資本金３億円以下、又は、従業員数300人以下の法人 
       ※みなし大企業は除く 

＊定   員：15社程度 

＊参 加 費：無料 ※航空券、宿泊、飲食、海外旅行保険、通訳費用は自己負担 

＊主な参加者：建築・土木工学を専攻している４年制大学の卒業生または在学生、    
大学OB、他大学学生、社会人も参加可能 

＊プログラム：午前 ブースでの説明会 

          事前申込者＋当日参加者が自由にブースに来訪し企業説明に参加 

       午後 個別面談 

エントリーした求職者が希望する企業に面談をリクエスト 

企業と求職者がマンツーマンで30分程度の面談を実施 

＊申込方法：別添資料を確認の上、URL又はQRコードへアクセスし、所定のフォーム 

に必要事項をご記入の上、お申し込みください。 

申込用URL：https://forms.gle/5rDmpBVpD5cLxtt3A  

＊締      切：令和７年７月25日（金）17:00 
 

事務局: PwCコンサルティング合同会社 田中、森田、和田 
事務局お問合せ先 E-mail：jp_cons_setsumeikai_vietnam@pwc.com 

 

申込用QR 

国土交通省では、中堅・中小建設企業、建設関連企業の外国人技術者採用を支援するため、

ベトナムにて合同就職説明会を開催します。 

ホーチミン市工科大学、ハノイ土木大学の２大学を会場とし、日本企業への就職に関心のあ

る、建築・土木工学等を専攻する現地学生等に対して、自社の取組を直接説明する機会をご提

供します。 

現地大学とのリレーション構築、外国人技術者を雇用しようとする企業同士の情報交換の場

ともなります。皆様の積極的なお申し込みをお待ちしております。 



中堅・中小企業のベトナム合同就職説明会

日程・
開催地

• 令和７年９月１３日（土） ホーチミン市工科大学 ＠ホーチミン

• 令和７年９月１５日（月） ハノイ土木大学 ＠ハノイ

※ いずれか一方のみの参加も可能

中堅・中小建設企業のための外国人技術者採用支援として、
日本企業への就職に関心のある学生等を対象とした合同就職説明会を開催します。

対象企業

• 外国人技術者の採用を検討している中堅・中小建設企業、建設関連企業
中堅企業：従業員２，０００人以下の法人
中小企業：資本金３億円以下、又は、従業員数３００人以下の法人
※みなし大企業は除く

定員 • １５社程度

参加費
• 無料
※ 航空券、宿泊、飲食、海外旅行保険、通訳費用は自己負担となります

主な参加者
• 建築・土木工学を専攻している４年制大学の卒業生または在学生
• 大学OB、他大学学生、社会人も参加可能
• 事前申込による参加のほか、当日参加も可能

事業名：令和7年度建設業界における外国人技術者の活用に係る支援業務 主催：国土交通省
受託運営事業者： PwCコンサルティング合同会社
問い合わせ先：PwCコンサルティング合同会社 公共事業部
Mail：jp_cons_setsumeikai_vietnam@pwc.com

申込

• 下記のURLまたはQRコードへアクセスし、所定のフォームに
必要事項をご記入の上お申し込みください。

• URL：https://forms.gle/5rDmpBVpD5cLxtt3A
※取得した個人情報は適切に管理し、必要な用途以外に利用致し
ません。

締切 • 令和７年７月２５日（金）１７：００

概要 ※詳細は次ページ以降

申込用QR

～中堅・中小建設企業、建設関連企業の参加を募集～

ベトナムの2大都市である、ホーチミンとハノイでの開催となるため、
幅広い地域の優秀な学生にアプローチすることが可能です。

別添



参加要件等

参加要件

①外国人技術者の採用に関心があり、具体的な求人を有すること
→外国人技術者の担うことができる業務・在留資格の要件をご確認ください

②自社会社紹介（企業概要パンフレット、求人票等）を提出すること
③企業向けの事前ガイダンス（８月上旬予定）に参加すること
④参加企業に対するアンケート/インタビューに協力すること
※参加確定後の辞退は原則として認められませんので、事前に参加要件や本事業概要をご確認ください。

外国人技術者
について

在留資格
• 「技術・人文知識・国際業務」の在留資格を有する(有することができる)外国人材

学歴
• 国内及び海外の大学で建築学・土木工学等の学科を専攻し、学士又は修士の学位を付与され卒業し

た者
• 国内の専門学校で建築学・土木工学等の学科を専攻し、専門士の学位を付与され卒業した者

職務内容
• 施工管理技術者、設計技術者（3DCAD/BIM等デジタル人材含む）、 測量技師、地質調査技士 等

※ 「技術・人文・国際業務」の在留資格では技能者としての作業に従事することは認められません。
外国人材特有のルールがあることにご注意下さい。詳しくはお近くの出入国在留管理局にお問い合
わせ下さい。

当日までのスケジュール（想定）

当日へ

日程 トピック 詳細

• 参加要件やスケジュール、参加する人材像をご確認のうえ、お申
し込みください

※ 時点を区切り、締切を待たずに参加のご連絡をさせていただく場合がござい
ます。

企業
申込期間～7月25日（金）

• 企業概要、求人票等の提出をお願いします。
※ 勤務地、事業内容、採用人数、主な業務、一日の流れ、求める日本語能力、

外国人材の採用状況、給料、福利厚生、求めるスキル等、企業・人材の写真
等

• いただいた資料は、SNS、人材向けウェブサイト等に掲載いたし
ます。

資料提出
依頼7月下旬～

• 事務局にて、SNS、人材向けウェブサイト等を通じて募集いたし
ます。

※ 本番日程、プログラム、参加企業の情報等を掲載します。
人材募集8月中旬～

• １時間半程度の企業向けガイダンスを実施します。
（オンライン開催）

• 当日までの流れやご対応いただきたい点、人材へのアプローチの
ポイント等を説明いたします。

企業向け
ガイダンス8月上旬



当日スケジュール（１日目会場：ホーチミン市工科大学）
実施事項（当日）

• 令和７年９月１３日（土） ホーチミン市工科大学 ＠ホーチミン日程・
開催地

• ホーチミン建築大学、ミエンタイ建設大学、交通運輸大学（ホーチミンキャンパス） 等
学生の参加
が見込まれ
る他大学

• 朝：現地集合

• １０時頃より：セレモニー開催後、個別ブース形式の説明会と個別面談実施

• 夕方：現地解散
※ 当日の集合まで、各自でご移動いただき、費用も自己負担となります。また、ハノイへも
  各自でご移動いただくこととなります。

当日の流れ

参加者への連絡

• 各社の説明会参加者（人材）の申込情報を事務局よりご連絡いたします。

• 本説明会以降のステップは、各社から参加者へご連絡ください。

• 説明会以降のステップ・フローは説明会内のプレゼンにて参加者へご案内ください

当日以降

• 工学（技術）系分野においてベトナム南部で最も有名かつ難関とされている大学で、
技術系のエキスパートを育成し、グローバルに活躍できる人材を輩出しています。

• 関連する学部として、土木工学部が設置されています。

大学の概要

地図（ホーチミン市工科大学）



当日スケジュール（２日目会場：ハノイ土木大学）
実施事項（当日）

• 令和７年９月１５日（月）ハノイ土木大学 ＠ハノイ日程・
開催地

• ハノイ交通運輸大学、日越大学 等
学生の参加
が見込まれ
る他大学

当日の流れ

参加者への連絡

• 各社の説明会参加者（人材）の申込情報を事務局よりご連絡いたします。

• 本説明会以降のステップは、各社から参加者へご連絡ください。

• 説明会以降のステップ・フローは説明会内のプレゼンにて参加者へご案内ください

当日以降

• 1966年に創設されたハノイ土木大学は、ベトナムの工学系大学の中でもトップクラス
の大学の一つで、これまでに８万人以上の技術者や建築家を輩出しています。

• 関連する学部として、建築・計画学部、橋梁・道路工学部、土木・産業建設学部など
が設置されています。

大学の概要

地図（ハノイ土木大学）

• 朝：現地集合

• １０時頃より：セレモニー開催後、個別ブース形式の説明会と個別面談実施

• 夕方：現地解散
※ 当日の集合まで、各自でご移動いただき、費用も自己負担となります。



（参考）外国人材向けガイダンス（セミナー）について

説明会当日に向けて、日本の建設業界や在留資格等への理解を促進するため、別途、外国人材向け
ガイダンス（セミナー）をオンラインで開催します

• ９月４日（木）２０：００開始、９０分程度でオンライン開催（任意参加）開催日程

• 開会：１０分
• 日本の建設業について（技術力・安全性・プロジェクト等）：３０分
• 建設企業＋外国人技術者の登壇・個別事例の紹介：４５分（登壇３０分＋質疑１５分）
• 日本語について：１０分
• 閉会：５分
※通訳入り

→説明会参加企業からも1社登壇いただき、建設企業の具体的なイメージをつかみ、
企業と人材が対話する接点にいたします
説明会申込フォームにて、外国人材向けガイダンス（セミナー）への登壇希望の有無をお知

らせ下さい
※説明会本番で用いる資料・説明内容を想定しております。企業説明担当者のほか、外国人技

術者にも同席をお願いいたします
※応募多数の場合は事務局にて登壇企業を選定させていただきます。予めご了承ください。

プログラム
（案）

（参考）渡航前に必要な準備

渡航について 渡航費用は企業の自己負担となります。各社でご都合のよい便を手配ください。
※ジョブフェア参加企業で共通の便を利用する必要はございません。

宿泊地について 宿泊費用は企業の自己負担となります。各社でご都合のよい宿泊先を手配ください。

通訳について

通訳費用は企業の自己負担となります。
事務局での通訳手配が可能です。必要な場合は、事前にお申し込みください。
• 各企業に1名の通訳を手配（ハノイとホーチミンでは別の通訳者になります。）
• 費用
• 通訳手配 １日[８：３０～１６：３０]（８時間）１人：４０，３００円
• 通訳手配半日[８：３０～１２：３０ or １２：３０～１６：３０]（4時間）

１人：２６，０００円
• 通訳オーバータイム（1時間あたり）：７，４２０円
※オーバータイムのみの利用は不可となります。
• 日本語能力：N2以上

親日関係もあり、日本の人や企業や文化に対して多くのベトナム人が好感を持っております。
日本で働きたいと希望している学生も一定数いるものの、日本に定着できるかどうかの見極
めも重要であり、日本で働く理由やどのくらいの期間働きたいかの質問をすることも推奨し
ます。
また学生の多くは自分の学んできた知識を活かせる仕事に就きたいと考えておりますので、
具体的にどのような勉強をしてきたかや使えるソフトやシステムなども確認することが必要
です。
ベトナム人の多くは家族が何よりも大切だと考えており、本人が日本で働きたいと考えてい
ても家族が反対するなら行くのを断念する傾向が強いです。家族が日本に行くことを応援し
ていますか？などの家族に関することも聞ける範囲で確認することも必要かと思います。
面接の留意点としては、日本人よりアピールする傾向が強いため、大げさのことを言ってな
いか？など注意深く確認するもあります。またグループ面接を実施する場合は、最初に回答
した参加者の回答をそのまま話す人もおりますので、異なる質問をすることもひとつです。

（参考）
ベトナムの就職
活動について



会社の所在地を管轄する地方出入国在留管理局に申請

（参考）マッチング後の一般的なフロー、具体例
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1週間1か月
～

3か月

2週間
～

約1か月

日本での活動が希望する在留資格の要件を満たしているかを証明するもの 日本に入国するための許可

※各期間は目安です。企業規模によっても異なる可能性があります。

約1か月

（参考）「外国人技術者の採用・定着に向けたハンドブック」

国土交通省は、中堅・中小建設企業の経営者・実務担当者のための外国人建設技術者の
採用・定着に向けたハンドブックを公表しています。是非ご活用ください。

はじめに

第１章 外国人建設技術者の受入れに向けて
1-1 外国人建設技術者を採用する意義・メリット
1-2 外国人建設技術者の採用・定着に向けたチェックリスト

第２章 外国人建設技術者の採用・定着に向けたステップ
2-1 STEP1 経営課題の抽出・整理
2-2 STEP2 採用計画・ターゲットの明確化
2-3 STEP3 採用準備・受入環境整備
2-4 STEP4 募集・選考
2-5 STEP5 雇用手続き
2-6 STEP6 活躍・定着に向けた取組

第３章 外国人建設技術者の受入れ・活躍事例
3-1 先行する中小建設企業における受入れ・活躍事例

第４章 参考情報
4-1 在留資格
4-2 インターンシップ
4-3 雇用契約
4-4 支援サービス
4-5 ハンドブック・好事例
4-6 主要国・主要大学等
4-7 職業紹介事業者等

ハンドブックのPDFダウンロード：
https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/content/001881761.pdf

ダウンロードQR


